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 1960 年代に「構造主義・四天王」の一人とされたロラン・バルトは，死後２２年を経て，その評価

はいよいよ高くなっている。パリ・ポンピドゥー・センターにおける『ロラン・バルト展』と国際シンポ

ジウム，ならびに『バルト・デッサン展』とバルト国際シンポジウムを素材に，ロラン・バルト評価の

現在を問う。 


